
平成２０年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，７９２ ２，７９２ ０

施設整備費補助金 １３９ １３９ ０

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

補助金等収入 ２０ ２６ ６ （注１）

国立大学財務・経営センタ １５ １５ ０

ー施設費交付金

自己収入 ２８６ ２７２ △１４

授業料、入学料及び検定 １２８ １２０ △８ （注２）

料収入

附属病院収入 １０６ １０５ △１ （注３）

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ５２ ４７ △５ （注４）

産学連携等研究収入及び寄 ４３ ６８ ２５ （注５）

附金収入等

引当金取崩 ０ ０ ０

長期借入金 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

承継剰余金 ０ ０ ０

旧法人承継積立金 ０ ０ ０

目的積立金取崩 ０ ５ ５ （注６）

計 ３，２９５ ３，３１７ ２２

支出

業務費 ２，３２５ ２，２２５ △１００ （注７）

教育研究経費 ２，２２１ ２，１４１ △８０

診療経費 １０４ ８４ △２０

一般管理費 ７５１ ６６１ △９０ （注７）

施設整備費 １５４ １５４ ０

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 ２０ ２６ ６ （注８）

産学連携等研究経費及び寄 ４３ ５７ １４ （注９）

附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 ２ ２ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ３，２９５ ３，１２５ △１７０

収入－支出 ０ １９２ １９２



○予算と決算の差異について

（注１）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲

得に努めたため、予算額に比して決算額が６百万円多額となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、主として再チャレンジ支援経費によ

る授業料免除枠が拡大したこと等により、予算額に比して決算額が８百万円少額

となっています。

（注３）附属病院収入については、主として患者数が減少したこと等により、予算額に比

して決算額が１百万円少額となっています。

（注４）雑収入については、主として科学研究費補助金の間接経費の一部を研究分担者に

配分したこと等により、予算額に比して決算額が５百万円少額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託（共同）研究、受託事業

及び寄附金の獲得に努め、いずれも当初の予定より大幅に獲得することが出来た

ため、予算額に比して決算額が２５百万円多額となっています。

（注６）目的積立金取崩については、当初予定していなかった新学生寄宿舎の建設費用不

足額に充当したため、予算額に比して決算額が５百万円多額となっています。

（注７）業務費及び一般管理費については、教育研究経費、診療経費及び一般管理費のい

ずれにおいても経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が１００百万円

少額となっています。

（注８）補助金等については （注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が、

６百万円多額となっています。

（注９）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については （注５）に示した理由によ、

り、予算額に比して決算額が１４百万円多額となっています。


